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1 はじめに
　「犯罪情勢」というものを正確に把握するには、警察が犯罪の発生を認知した件数等の指標である「犯罪統
計」、国民が治安に関して感じている「体感治安」、「サイバー空間の脅威」、「国際テロ情勢」等の犯罪リスクの増
大に関するもの等を複合的に勘案する必要があると考えています。
　そうした検討は、他稿に譲るとして、本稿においては、「犯罪統計」のうちでも刑法犯認知件数を中心に、平成29
年の情勢をみていくこととします。なお、本稿中の意見に係る部分については、小職の私見であることを申し添えま
す。

2 刑法犯認知件数の推移
　我が国における昭和21年以降の刑法犯認知件数の推移は、昭和48年を底として、平成に入り顕著な増加基
調になり、平成8年以降は戦後最多を毎年更新し続け、平成14年に約285万件を記録しました。
　その後は、15年連続して減少を続け、平成29年には91万5,042件と3年連続で戦後最少を更新しました。
　また、人口千人当たりの刑法犯認知件数においても、平成14年のピークから減少を続け、平成29年は7.2件と
戦後最少の数値を更新したところです。

刑法犯認知件数の推移（S21 ～）

人口千人当たりの刑法犯認知件数の推移（S21 ～）

「平成29年の犯罪情勢について」

警察庁生活安全局生活安全企画課　課長補佐　深見　幸治
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3 重要犯罪の刑法犯認知件数の推移
　警察においては、刑法犯のうち殺人、強盗などの個人の生命、身体及び財産を侵害する度合いが高く、国民の
脅威となっている犯罪を重要犯罪として重点的な対処を行っています。
　過去10年の重要犯罪の発生状況をみると、31.6％減少しており、特に強盗は過去10年で56.9％減少するなど、
顕著な減少をみています。
　なお、平成29年の重要犯罪の検挙率は80.4％ですが、重要犯罪の検挙率が80％を超えるのは19年ぶりとなりま
した。

重要犯罪の刑法犯認知件数等の推移（H20 ～）

4 重要窃盗犯の刑法犯認知件数の推移
　重要窃盗犯（窃盗犯のうち侵入窃盗、自動車盗、すり、ひったくりをいう。）の過去10年の発生状況をみると、
57.4％減少しており、全ての手口で50％以上の減少をしているなか、特にひったくりは過去10年で84.9％減少する
など、顕著な減少をみています。
　なお、検挙率は、過去10年間は50％前後で推移していますが、平成29年は過去10年では最高の55.3％でし
た。

重要窃盗犯の刑法犯認知件数等の推移（H20 ～）
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5 住宅を発生場所とする侵入窃盗の発生状況
　日本防犯設備協会に関係の深い罪種として、侵入窃盗のうち特に住宅を発生場所とする空き巣、忍込み及び
居空き（以下「空き巣等」という。）の情勢をみると以下のとおりです。
（1）住宅形態別発生状況

　過去5年間における空き巣等の発生について住宅の形態別にみてみますと、一戸建住宅が発生の約7割
を占める傾向で推移しています。
　住宅1万戸当たりの発生件数をみてみますと、平成29年は、一戸建住宅が4階建以上共同住宅の約4倍
発生しました。

住宅で発生した空き巣等の侵入窃盗認知件数の推移（H25-H29）

住宅 1 万戸当たり空き巣等の侵入窃盗認知件数の推移（H25-H29）

（2）侵入手段別発生状況
　過去5年間における空き巣等の発生について侵入手段別についてみてみますと、無締りとガラス破りが、
発生の8割以上を占める傾向で推移しています。
　ガラス破りは、平成29年の発生件数中34.5％を占めていますが、特に空き巣では、無締りを上回る最多の
件数であるなど、主要な侵入手段となっています。
　いわゆるピッキング用具等の特殊開錠用具については、過去5年間も減少を続けておりますが、平成20年
と比較すると1,294件減少し、減少率では89.7％となっています。

空き巣等侵入手段別認知件数の推移（H25-H29）

（注） 空き巣……家人等が不在の住宅の屋内に侵入し、金品を窃取するもの。 
忍込み……夜間家人等の就寝時に住宅の屋内に侵入し、金品を窃取するもの。 
居空き……家人等が在宅し、昼寝、食事等しているすきに住宅の屋内に侵入し、金品を窃取するもの。

（注）住宅数は、国土交通省住宅経済関連データ中平成 25 年統計の居住住宅数を計上した。
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6 治安に関する世論調査
　これまで、犯罪統計をみてきましたが、昨年、内閣府において5年ぶりに「治安に関する世論調査」を実施したとこ
ろ、過去3回の調査と比較すると下記の表のとおりの結果となりました。
　まず、「現在の日本が、治安がよく、安全で安心して暮らせる国だと思いますか。」という設問では、80.2％が「そう
思う」又は「どちらかといえばそう思う」と答え、前回調査からは約20ポイント、平成16年調査からは約40ポイントも国
民の意識は改善しました。一方で、「ここ10年間で日本の治安はよくなったと思いますか。それとも、悪くなったと思い
ますか。」という設問では、過去の調査と比較して「よくなったと思う」又は「どちらかといえばよくなったと思う」という
回答が増加しているものの、依然として約6割の人が「悪くなったと思う」又は「どちらかといえば悪くなったと思う」と
回答しました。
　このように、昨年の世論調査においては、国民の体感治安の改善は一定程度みてとれましたが、その他の設問
の回答から、インターネット利用犯罪や、振り込め詐欺など、新たな形態や非対面の犯罪に対する不安が増大してい
ると推察されるところです。

治安に関する世論調査の結果

日本は安全・安心な国か

28.9

14.7 

12.3 

11.6 

51.3

45.0 

33.9 

30.9 

13.3

25.4 

35.7 

36.5 

5.7

14.0 

16.9 

18.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H29年調査

H24年調査

H18年調査

H16年調査

そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない そう思わない
どちらともいえない わからない

ここ10年の治安に関する認識

8.1

2.5 

2.4 

1.5 

27.4

13.3 

8.9 

5.5 

48.6

52.6 

46.6 

42.8 

12.2

28.6 

37.7 

43.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H29年調査

H24年調査

H18年調査

H16年調査

よくなったと思う どちらかといえばよくなったと思う
どちらかといえば悪くなったと思う 悪くなったと思う
どちらともいえない わからない



日防設ジャーナル　2018 年陽春号9

不安を感じる犯罪
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（注） 30％以上の回答があった項目を上記グラフに計上した。

7 さいごに
　我が国の犯罪情勢については、刑法犯認知件数がピーク時より大幅に減少するとともに、国民の体感治安も改
善基調で推移するなどしているところです。
　これは、平成14年以降、防犯カメラや防犯性能の高い建物物品等の普及促進、地域住民等による自主防犯活
動の活性化等の官民一体となった的確な犯罪対策を推進してきた成果によるものと認識しているところです。
　しかし、他方でサイバー犯罪、特殊詐欺、子ども・女性等の社会的弱者に対する犯罪等の発生が、国民の安全安
心に対する脅威や不安を与えているなど、予断を許さない犯罪情勢にあります。
　警察としては、今後とも、日本防犯設備協会の皆様をはじめ、官民一体となった幅広い犯罪抑止対策を推進し、
我が国の治安水準の一層の向上に努めてまいります。
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